
 
 

 

 

平成３１年度事業計画 

 （平成31年4月1日から平成32年(2020年)3月31日まで）  

はじめに  

少子高齢化が加速している現在、政府は「一億総活躍社会」を実現するため、

「働き方改革実現推進室」を設置し、働き方改革の取り組みを提唱しておりま

す。その中の一つに、高齢者の就労促進が挙げられており、「働きたい」と考え

ている高齢者に就労環境を整えていく必要があると書かれています。 

 今後、新たな会員を受け入れるためにも、専門的能力やキャリアを生かす仕

事を開拓し、就業先の開拓推進を図ることが重要になってきます。また派遣事

業の拡大等就業先の新規展開も視野に入れなければなりません。そして就業機

会の創出を支えるためには、事務処理増加に伴う事務局体制の強化も必要とな

ります。 

理事、事務局職員、会員のそれぞれが職務を効率的に遂行し、シルバー内部

組織のガバナンスを高め、単にコンプライアンスの充実をとなえるのではなく、

社内規程・マニュアルの整備、法人倫理の遵守、また社会貢献を充実させ推進

していかねばなりません。 

３１年度は、公益社団法人に移行して８年目を迎えます。さらに自助努力を

重ね、地域貢献活動や就業機会の開拓・確保を運営の柱とし、その実現のため、

次の基本方針をもとに３１年度事業計画を提示いたします。 

 

 

基本方針 

１ 会員の入会促進と作業マナー向上 

２ 組織活動の活性化 

３ 普及啓発活動の推進 

４ 事業拡大と就業機会の拡大、派遣就業の取り組み 

５ 安全・適正就業の推進 

６ 技能・技術講習会への参加 

７ 会員の福利厚生と健康管理の向上 

８ 中長期計画の実績評価 

９ 事務局体制の充実 
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事業計画 

１．会員の入会促進と作業マナー向上 

（１）機関紙及びかほく市広報紙を通じて、入会説明会開催等の周知を図る。 

（２）「一人の会員が一人の仲間を増やす」をモットーに地域活動や個々の 

会員勧誘活動を進め、活力のあるセンターを目指す。 

（３）講習会等を開催し、作業品質及び会員の資質向上を図る。 

  ・機関紙発行  ・マナー講習会   

 

２．組織活動の活性化 

各種専門委員会の活性化を図り、シルバー事業への積極的な参加を促す。 

  ・会員アンケート調査 ・ボランティア活動企画 

 

３．普及啓発活動の推進 

（１）パンフレット・チラシ・ホームページ作成等により周知を図り、受

注件数の増加を図る。 

（２）発注者へのアンケート調査を実施し、新規顧客の獲得や受注件数の

増加を図る。 

（３）市内で行われる各種イベントへの参加、新聞等へのセンター事業の

情報提供等によりセンター活動を周知する。 

（４）会員と会員家族を交えた交流イベントを実施する。 

（５）センター独自の広報を充実する。 

（６）サポート事業の広報を行う。 

     ・会員だより等発行   ・かほく市生涯学習ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ参加 

・お客様満足度アンケート調査 ・ぶどう狩り大会開催 

 

４．事業拡大と就業機会の拡大、派遣就業の取り組み 

（１）２９年４月よりかほく市の介護予防サービスの仕組みが変わることに

伴い２７年度から始まった「軽度生活支援事業」は要支援の方も対象

となりました。そのため、日常生活上の援助が必要と市から判断され

た市民に対して、これまで以上に市と会員との綿密な打合せや説明会

を実施し、必要に応じて支援の研修会を実施しながら事業拡大に努め

る。 

（２）昨年実施した農作物の栽培講習会の内、ぶどうについては、３１年 

度より独自事業として実施し、生産・販売事業をすすめて就業機会の 

拡大を図る。また農作物栽培推進委員会を設置し、ぶどう畑と、昨年 

から借用している上伊丹町地区の畑の栽培について協議していくこ 

ととする。 

  （３）労働者派遣事業を推進し、就業機会の拡大及び適正就業に努める。 

       ・軽度生活援助事業の実施 ・農作物栽培の実施 



 
 

 

 

５．安全・適正就業の推進 

安全・適正就業推進委員を中心として安全講習会及び安全パトロールを

強化し、事故撲滅を目指す。 

・交通安全講習会  ・市内安全パトロール ・合同パトロール(連合

会と近隣のセンターとの合同で) ・県警支援シルバードライビング

スクール  

（太陽自動車学校指導員による高齢者対象の運転診断と安全指導） 

 

 

６．技能・技術講習会への参加 

会員や発注者のニーズに対応できる人材育成を目的とした、センターまた 

は石川県シルバー人材センター連合会が主催する講習会に参加する。 

   ・草刈り機技能講習会 ・剪定講習会 ・運転技能講習会 

・農作物栽培講習会 

 

 ７．会員の福利厚生と健康管理の向上 

（１）会員の知識向上と会員相互の親睦を図るため、会員互助会の自主性

を尊重しつつ、活動の支援を行う。 

（２） 講習会や軽運動教室等を開催して、会員の健康意識の高揚に努める。 

（３）事務所会議室を、会員の方に日を決めて解放し、サークル活動等の

支援をする。 

       ・健康料理講習会    ・健康体操教室   ・パソコン教室 

 

８．中長期計画の実績評価 

平成２８年４月に策定した２８年度から５年間の中長期計画について、 

３１年度は４年目を迎え、計画３年目である３０年度の実績評価を行う。 

 

 

９．事務局体制の充実 

全シ協や県連合会などの研修会等に積極的に参加して、多様化する地域 

社会や会員のニーズに的確に対応できるように職員の資質の向上によ 

り、事務処理増加に伴う事務局体制の強化を図る。 

 

以 上 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


